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昭和発電株式会社納

HISEC-2る02形ページング装置(指令通信装置)
TypeHISEC-2602Pagi咽EquipmentDeliveredtoShowaHatsudenCo･

(IndustrialCommunication System)

山 本 光 男*
ⅣTitsu()17amamoto

内 容 梗 概

最新式の1′l軌化された発屯所あるいは馳鉄所など比較的騒音の倣い､所に女日南なべージング矧芹(指令通信

装∈即に閃し,その‾方式と使汀j場所ナゴよび機能との関連について略記し本論として最近l]立製作所が日脚口発電

株式会社に納入L好評柴に運転を朋析した火ル発信所向ページング装置HISEC-2602形の偶成,棟能,各機諸賢

の概要などについて述べる｡

第1哀 悼用噺軒と樺能および外囲条件の関連

1,緒 日

放近は介業も介卿ヒされ各種ご削rFi‾も次ち′如こl′l軌丁刷御化されてきた

ため作‾業能率の｢ごり_L指二てIt子の予防などの｢川(Jで一ノ刊行令,おょび柑

乃二嵐i.ちな迅速,紆実に7+二なうことかできる矧｢ど仁の設J打力ミ不11りこq)条

件にな/-)てきた∩しかL一般的に火ブJ発屯所あるいけ鞍竺鉄所などほ

きわめてノ耶1憫音が激しく,かつ徴鉄粉,微粉炭,腱挨(じん良人､)

などが充満しており,さらに払底,i■そ1速度が高く振動も大きいなど濫

発什が屯な′)ていることが多く,普通の芯講あるいはインターホン

の横では通信装拝としての`七什J件はとうてい甲旦めない｡そのような

恋条件においても十分′別一川こなi_)かつ通イJ音速絡のエ迅速,確実,明瞭

性を確保するようT｢夫さjLた通信装粍が指令過信矧rて亡(ページング

装程)であり,きわめて一般的に示すと,使用場所および方式と機

能問にほ弟1表および弟2表に示すような関連がある｡

今回｢-†立製rt一言所では火ブコ発電所向指令通信装琵としてHISEC【

2602形を旧不｢t38年4J】に`ノ岩城し昭和充電株式会社‾l一にJ京火力発電所

へ納入し,打方､卜知こ1乍1沌三関的をしたので上､1下その概懲について述/､ミ

る｡

2.HtSEC-2る02形指令通信装置の概要

2.1装置の概要

本装置は]三としで上〔通に設けられた‾ヒ増幅装節および制御装即と

多数のハンドセット･ステーツ三jン,スピーカなどによって構成さ

jtでbり,川路力式ほ,岬汁=:通話の2チャンネル音ナ叫J峠嵐i■リノ

式で,咋!_1けヤンネ′しは一剤▼旨令,呼J_1i,て古'竿搬允r.川卜亡咋=にはス

ピ叩カを使用している∩過.訪チャンネルほ応答ならびにfl川二油i‾i.†,

会議通.講などに使用し,ハンドセット(送受訪旨)には周州騒音に対

しては感度が悪く音巾こは感度のよい防雑音形特殊送話語注を採用し

高レベルの雑音巾における呼出,通話に威力を発揮するよう考慮し

ている｡

また増幅装琵,制御装挺などいわゆる小央装掛工通信機械1主に-一

括設F#しハンドセット･ステーションおよびスピーカなどは必要と

する現場和好に分散配任している〔

本装醗の運転操作は通常すべてハンドセット･ステーションから

の遠隔挽作により行ない一斉指令,呼出,一般柑/J二適訪,会議通

話,警報発信などを即椎に行なうことができるとともに万一の故障

に備えて,増幅器の予僻を設け,増幅器動作の日動監視および自動

切換方式を採用しているので,専任の保守老を必要とせず兼任で時

々点検する程度で十分である｡

*
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巌も過Lた利川
個所

任R小稲巨ノ上馬削二手
〟〕f■iリ空

親機,丁隣の開
陳

呼 上tl

通話小における
呼出

一

斉 指 令

会 議 通 話

子粍間打合せ

巡l‖‥いの人の呼
Ell

非常呼一11f.さ号

使用し得るス

ーカ数

ページング方式

火ノ+発`■盲所,化て､芦プ
ラント,製鉄所の一
部などととして保守
老の移刺する職域

100ノ】1ソ掛空

親子の岡珠はたく全

.■了F;親となれる

スピーカによる古声
呼出および削詞波信
号音呼～il

1耗Lが通話中でもス
ピーカによる呼山可
姥

どこからでも可能

スピーカにより必要
な相手全部を呼出し
作意に‾自J能

任 ノ己､

一斉指令にl句じ

900～1,800c/s
周波信号送出

のji阜

梓川扁器のUj力を変え
ることによりtt意

選択ペ【ジノダノJ式

製鉄所,セノント1二
場,火力発電所など
七として保守老の恒l
定してしこる職以

80ノ】1ン柑度‾‾(100京

ソ.召-リ真のものヰJ製作
年曜L_

規r▼の榊係あり

スピー･-カiこよる音声
呼りミおよびブザー

1こ 了け 能

親機のみ可能(子機
は親機を経由すれば
可能)

親政の操作にエり叫
能

親機経巾で可能

一斉指令l･こ同じ

な し

退択届けんの致に

りて州現を受ける

インター∫トソ方式

一一般叫卸ゝなJ射汗

807ト ン 群王瑳

親√一の【判係Lいノ

スlご--カに▲とろ古パ‾i
ll引tl

不 可 能

‾商機のみ可能(子機
ほ親機を経由すれは
可能〕

1ミ 叫 能

親機絆rllで･舶巳

一一片指イ汁二Ili■=1

な し

2.2 機 能

本装置の主要機能は次のとおりである｡

(1)指令,呼批 通話

ハンドセット･ステーションの設置してあるいずれの場所から
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も即時に一斉指令,呼汁し および相方通話ができ

る｡

(2)2チャンネル同時使用

通話は通話チャンネルを使用した同時油話1チャ

ンネルと,呼出チャンネルを使用したプレストーク

1チャンネルの計2チャンネルを同時に倖用するこ

とができる｡

(3)会議通話および割込通話

緊急な場合の割込通話,あるいほ通話･flに他の人

の意見を聞く必要ができた場合など.随時多人数で

会議通話をすることが哺i巨でぁるっ

(4)警報発信および呼汁1†言L;･

警縦川として各系統ごと,900,1,200,1,500,

1,800c/sのいずれか決めた1偶波の単糸屯音をスピ

ーカより一斉に放送することができ,またこの信号

は呼出時の信ぢ一呼出用としても利用可能であり,あ

らかじめ長突豆の符号を決めておけば特定の口約にも

使川できるよう考慮してある∩

(5)系統の併合分虻

呼出チャンネルおよび通話チャンネルほ1号ユニ

ット～4号ユニット用の4系統と共用系の1系統合

わせて5系統に別れ,常時はそれぞれ白系統単独で

動作をするが,必要に応じて他系統と任意に併合あ

るいは分離運転が可能である｡

(6)故障の通報

増幅装前に故障を生じた場合は,その故障を種頬

別おくtび機㌍悶Ijに分類して表示するとともに制御室

など指定の場所に通報することができる｡

(7)予術機との切り換え

増幅装置に故障を生じた場合は,動作の自動監視

回路によりそれを感知し自動的に予備機と切り換え

る機能を有している｡
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MT:スピ【カ盤台節 Ⅰ)AR,AMP:通話回線増幅器
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沌:高圧起動制御線および呼出信号制御線ほ呼出入力線および通話入力線と共用する｡

第2図 総 合 凹 絡 系 統 図

(8)電淋の切り換え

通常はAC電源で動作させるれ 仲電時には日動的に蓄電池を

iE源としたMG形予備電源装芹引こ切り換わり,AC名瀬の停電が

役=-ルた場合ほ日動他に逆の動作をしてもとの状態に戻る〔

(9) 他信号のり三人

レコードプレーヤおよびテープレコーダの入力回路を設けてあ

るのでそJしらによる放送を行なうことができる｢,
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第1図 装 置

屯源日劇切掩

制 御 悠

渡部冶了一試験装置

外部郎詣で一部

回路切別部

1!柑ユ田端十部

の

計器盤

受1盲汗｢

LIM:

M･G:

構

出 力 制 限 器

直流電動交流発電焼

成

2.3 構 成

本装掛ま舞l図に示す各主要機附こよF)構成さjtている〔

2.4 回路構成および系統

本装荷の回路構成ほ人別すると,

は独‾1∵した5系統すなわら

1号ユニット用

2弓つ-ニット用

3ぢ･ユニット用

4ぢ一ユニット用

共用 部門川

1

2

3

4

5

構成的には令く同一で系統的に

号 系 統

号 系 統

号 系 統

号 系 統

一号系 統

がありその全容は弗2図の回路系統図に示すとおりで,

各系統内に呼出チ1アンネルと通話チャンネルとにより成

り立っており,その呼出および通話の回路系統ほ策3図

に示すとおりである｡

3.各機器の概要

3.】PÅA･1増幅装置

r片品ト11if帆本装置ほページング装躍のう､ら主として呼出チャンネ

ルおよび通話チャンネルの増幅棟能を受け持ち,1架に

2系統分を収容しており,保安用としてドアスイッチ回

路を有し背面ドアを開くことにより増幅器盤の高圧回路

を断にして不用意に感電することを防止している｡Lか

L促′､■+:卜の問題を考慮してこの回路をロックするスイッ
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隆一-イ

T:送 話 器

R: 受 話 器

LPF: 低域軒渡器

NF: 負 き 還

ⅤⅠノ: 可変損失素-f･

HPF:高域折渡諾:壬

Ml､: 整合ト ランス

SP: ス ピ ー カ

NLニ 出力表示火J■

L
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芽‡3L当l呼 山 通 話id路 系統L当

第4図 中 央 装 匠

(側板およぴ11涌卜7を取り除いた場缶女心す)

第3炎 PAA-1増幅装琵のパネル構成

Li)F

37dbI11

動作監視へ‾2-卜山bm

Ⅰご小7ト=汁･1ご.小7 -i八Qゝ5K

『
】ド

柳川こ～′叱ノ､
甘

パ ネ ル 名

呼出増幅器塩

通話増幅結盟

■】l力
制限ち糀

f言号発‡拉包装

言t 器 髄

鞘 子 塩

形 式

PA-254A

PA-502A

IノIM-010A

OSC-203A

ME-･1A

j 数 丑l 腑 考

コ･ラットプ拭で-･画の
パネルに並べて尖装

チも別に設けてあるっ

本装置は舞3表に示すように各/ミネ′しにより構成されでねり外観

は弟4図のとおりで増幅装置をA,B,Cに示す｡

3.l.1L仙-010A出力制限盤

/､ソドセット･ステーションの設置条件による周用騒音の大

小,送話老と送話法話との間隔,あるいほ送話老の個人差などによ

り,ハンドセット･ステーションから送られてくる音声電流のレ

ベルほ通常大幅に変動するので,終段電力増幅管の過励振とスピ

ーカへの過大入力を防止するため,入力レベルがある程度変化し

てもそれが制限値を越える磁針こは,出力を圧縮するような特性

をもたせた全TRS式増幅器が使月‾はれている｡増幅器の主要性

能は次のとおりである｡

インピーダンス

御j 限 率

ひ ず み 率

定格 レベル

周波数帯域

入九 出力とも600･n

F-H力OdBmlよ上で1/2以上

5%以‾F▲

入力,出プJともOdBm

O.3/､5kc

0

計

城減衰阿路を謝ナ/こり,

帯域内利得偏差 3dB以下

信号対雑音比 50dB以上

3.1.2 PÅ･254Å呼出増幅器盤

呼出チャンネルの電力増幅を受け持

つ増幅器盤ほユニット式にまとめた電

旺増幅部と大形出力管を使用した電力

増幅部によって構成されており,特に

電力増幅掛よ送信用真?た管4P55をパ

ラレルプッシュブルに接続しABl級

として動作させ其?こ竺管に無桝をかける

ことなく定格出力をだしている｡

また水盤は周閃騒音との関連で呼州

の明瞭度を向上させるため2種類の低

応電什三,高川力であるための‾卜占dのよう

な各穐保戚Id路を有している｡

(1)高 川 起 動

ニートとして佐川中の温度卜只の山より考嶽L,兵?巨管幌糠電托

ほ仰†川+加をせずヒーークのみ常時点火をしておき,実際の放送

時および試験起動のときのみ高虻をl二】川‖する方式を採用してい

る｡

(2)保護回路A(遅動回路)

本盤に使用している電力増幅管4P55はヒータをノ亡､く火後高圧

を印加するまでに約･一分粗宴の予熱時間を必要とするためヒー

タ電源が投入されても直ちに高圧起動が子fなわれないよう熱継

電附こよって.凋紫をテナなっている｡この遅幼時問ほ増幅器の最

初のスタート時のしん必要で通常の動作時には即時止､劫をするよ

う考慈してある｡

(3)保護凹路B(バイアス回路)

グリッドバイアス電旺がかからない状態で高圧起動を行なう

と電力増幅管4P55が破損するので,バイアス用亜流電源回路

に継電器を設け,これが動作していない状態では高圧起動がで

きないように考慮してある〔

(4)休護回路C(過電流継電器回路)

高圧起動中に高圧回路の故障あるいは過大入ノJなどの上副勾に

より過電流が生じた場合は過電流継冠者旨の動作により,制御装

置の動作監視盤にOLR動作の表示を出すと同時に警報用ブザ

ーを鳴動させ,名指走場所にその通報をすることが可能であ

る｡

また主要性能は下言dのとおりである｡

入力インピーダンス

山刀インピーダンス

定格人ノJレベル

定格出力レベル

周 波 数 帯 域

帯城内利得偏差

低域減 衰特性

信号対 雑 音 比

ひ ず み 率

電 拡ミ

600n±20%

60Q(公称値)

OdBIn

54dBm(250W)

0.3へ一5kc

3dB以‾F

④ 0.3kc以下

⑳ 0.5kc以下

12dB/oct以上

12dB/oct以上

45dB以上

定格臼り〕時7%以‾F

AC200Vl¢50～60c/s

3.1.3 PA-502A通話増幅器盤

通話回線用のTRS式増幅器でハンドセット･ステーションよ

り送られてきた送話電流を増幅し,周囲騒音の激しい場所あるい

は会議通話時のように送受話回路が一つの回線に多数個接続され

ても支障ないよう十分大きな電力を供給するためのものである｡

この増幅器はユニット方式にまとめてあり主要性能は次のとおり

肘67-
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である｡

入ノJインピーーダンス

出ノブインピーダンス

走格入力 レベル

定格出プJレベル

周 池 数 帯 域

荷域内利得†砧差

信ぢ▲対 維 斉 比

ひ す 入 ヰ三

唱 淋

6〔)0土1±20%

30工1

0dBm

37dBm

O.3～5kc

3dBu‾卜

50dB以上

7%以‾ト

リC 24V

日 止

3.1.4 0SC-203人伝号発振盤

各増幅詩こきの動作il勤監視用信与J･の発振部で,TRS2個を存し-t

分三女定な発振をなすことができる〔

る｡

発振JrⅥ 披数

∫H カ レ ベ ル

信一ゝJ一対雑芹比

｢H ノJで安定性

周 波 数 変劇

20kc

OdBIl1

50dBl_､1上

±0.5dB上1‾†､

1%1ニノ､卜

1二要性能ほ次のとゴJりであ

3.1.5 人件】Å計器盤

本吉卜詩話態は呼出増幅器盤の貞乍管陽梅花｢し三,電流および出力な

どを監視する目的で各盤に対応させて可動線輪形メータを設けて

いる｡メータには自照形を採用しそれぞれ対応した盤の電源の投

入の有無を知ることができるよう考慮さJtている｡

3.2 PÅC･1制御装置

本装掛こは‾+‾ミとして増幅装荷の制御関係がまとめて設置されてお

り,次の機能を有している｡

(1)増幅語注出力の監視

(2)系統の併合分離

(3)障害(故障)時の自動切換

(4)故障原凶の表示

(5)装罠の試験動作

本装掛ま第4表に示すような各パネルにより梢成されている｡

3.2.1ÅR仙-1A動作監視盤

故障表示部と故障報知部により構成されており故障表ホ部は各

士別高批ねよび制御器の故障原田を

(1)ヒ ュ
ー ズ斬

(2)過負荷継電器の動作

(3)増幅器出力低卜

(4)制御用電源晰

に分規し各系統ごとに数字表ホ管により表示を行なってこねり,故

障判ほ帽;はLこ言d故障の発二l上した場如こあらかじめ設逆されている

屯㌫;な鳴動させるよう考慮さJLている｡

3.2.2 動作系統制御盤

5系統に分鮭されている呼出増幅I巨うほ泉および通話増ゃふ旧線を′tE

けん操r一対こより任意に他系統と併合あるいは分離させる駿能をも

っている｡

第4J主 上JAC-1制御装荷のノニネノL偶成

パ ネ ル 名

仙 作 監 視 塊

胸什系統制御盤

.;l
器 髄

1試 験 盤

電 源 塩

ヒ 1
- ズ 盟

継 電 署謹 脱

嫡 子 塩

形 式

M

N

E

E

W

U

G

R

O

M

T

O

F

R

A

C

P

A

A

B

A

A

A

A

数 +比

詳 論 ちノラ46一也打吉4 り･

第5r三三†PAE-1柴イ㌃端;十三式験与き置パネル部

3.2.3 試 験 盤

各回線の通話試験あるいは呼出および11平出信iJ一の発信などの試

験を行なえるよう下記縫能を有している｡

(1)ノ､ンドセット･ステーションの系統別通話試験および通

話状態の監視

(2)呼出あるいはに号充†言などにおける音質,雑音のチェッ

ク

(3)外部よりの信引卜入(試験用信り一およびレコードプレー

ヤあるいはテープレコーダなどの出力)

(4)呼出音量の調整

3.2.4 電 源 盤

制御装粁および増幅装r馴こ使川するリレーおよびトランジスク

用24Vの両統電源を供給するための幣流石拡淵;である｡

3.3 PAE-1集合端子試験装置

本装柑土増幅装荷および了1川御装r糾こよりでた路卜胡泉と各端末機器

間の巾継をする装F芹で下記機能を有しており,仙てlレくネル部ほ弟5

図にホすとおりであるっ

(1)各回線の切り紙しおよび接続

(2)磁脱の開閉および電口三調整

(3) 各【l〕]線の絶縁机抗測延

(4)!1f村容量の納+l二

3.3.1回線切別部

呼Hl人ノJ線 20Lりl線

呼!Li出 ソJ練 2()I□l緑

地i妄.1人 ソノ綻 2()恒l線

通L請 出 刀根 20阿線

f【ilj 御 根 25r･‾i偶之

･j′ 肺｢i_り 根 10【リⅠ線

3.3.2 負荷容量補正

スピーーカハイむの変動に対処するため無負荷,1/ニi負荷,2/3負

杓=の3段階の帥Il二用疑似f‾川棚紺亡を設けている｡

3.3.3 受 電 郡

7E腺より受電したAC210Vを単巻変什器によって200Vおよ

び100Vに同時手動調整し増幅装抗,制御装置に供給するっ

屯旺調整抱囲ほ190,200,210,220,230Vの5段階である｡
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第61父l屋【勺嘩肘形ハンドセット･

ス1｢-シ ョ ン

わ′ぎ7何J･乍ミニ外唯糾形ハンドセット･
ス丁-シ+ン

自′‡8周 =J搬形ハンドセット･
スナーシ+ン

3.3.4 計 器 部

絶縁計を内戚し,Uリンクで切り離Lた線路の絶総抵抗一式験む

行なうことができ,絶縁計ほ′+＼形でトランジスタ式であるため必

要に妃こじ触りはずして他の目的にも使用できるよう考慮されてい

る｡

3.4 ハンドセット･ステーション

屋内および垣外の現場各所に分散配挺し小史矧F亡を遠隔制御して

一剤盲令,一斉呼出,相互通話,警報発信などを子fなうもので,i書法

置場所に適応するよう‾F▲記の種棋を設けておりその外観形状は第d

～8図に示すと二転りである｡

(1)占三内壁掛形

屋内各所に配置される最も一艇｢■l勺なもので主要部ほ仝部きょう

体内に収容されているが,ハンドセット(送受詩誌)および屯けん

類は外部より操作ができる｡

(2)屋外壁紙形

主として局外および湿度,魔境(じんあい)などの特に多い韮

仰こ配置される解閉構造の形で,耐湿,耐郎,防水隅道をイ〕`し使

用するときのみドアを開けて操作をするものである｡

(3)可 搬 形

特に使用ひん度の少ない場所はゃ用のハンドセット･ステーシ

ョンを設けずに接栓(せん)のLん設けておき必要に妃こじてこの形

のノ､ソトヒット･ステーションを接あとし【‾1的をj章‾寸1るもので,そ

のほかにも試験用として活用することか可能である｡

3.4.1機能および特長

(1)防雑音形ハンドセット(点励形吋動線輸送ふ1器使用)を

使用しているので伯朗騒音の大きい所でも良好な通.講が

可能である｡

(2)シリコントランジスタを使絹した前脚削甜主な何故L,

送話器の出力を普通の電話レベルまで増幅して送出し

S/Nの向上を図1)ている｡

(3)従来より問題のあったフ､ソクスイッチにほ特殊てイクロ

スイッチを使用し信椒度のド山二を因っている｡

(4)万一の故障に肺えハンドセット(送受語工手)およびハントヒ

ットユニット(主要部分を一括r勺威したユニット)は抜什

により子臓品と自由に交換できるよう考慮してある｡

3.4.2 主 要 性 能

(1)通話出力(通話人ノJ回線へ)

王_1_-ユカ レ ベ ル OdBITl

出力インピーダンス 600n(公称他)

負荷インピーダンス 120～6〇0王ユ

(2)通話入力(通話出力回線より)

入 力 レ ベ ル 33dBm

回線インピーダンス 30∫1(公称値)

入力インピーダンス 6〕0∫1(公称値)

(3)呼亡1川リブ(l判汁入力Fり線へ)

通話出力と同じ

(4)スピーカ回線(呼出出力回線より)

入 力 レ ベ ル

ド】‾l線インピーダンス

(5)‾ljFi掛軸畠器(VA-ちOA)

入力インピーダンス

山プJインピーダンス

定格入ソJ

定格～tl力

山 プJ穏 什

伯 披 数

レ/＼ノレ

レ ベ ル

.変
動

帯 域

市城l勺利得偏差

†l‾言り･対

ひ ず

′左

3,5 ス ピ ー カ

維 井 比

J八 `ノド

54dBm(系統内吏スピーカに

対し)

60エュ(公称値)

30{ユ ±20%

600Jユ(公称値)

-50dBll1

0dBn1

30%以下

0.3～5kc

3dBリ､‾卜

45dIう1､ノ=二

5プgリ､卜

源 UC24V

+ゞ装吊汁二は第5表に′Jこ-すように佐川場所の丘什に適合するよう6

種煩のスピーカを使用している｡

3.る スピーカ整合箱

増幅旨旨出ノJより肘たスピーカ阿維とスピーカ間のインビータンス

祈5ノ三 位川 ス ビ･- カ ♂)純粁i

‖‖ 名 l形
式+

レソレゾノスノトーンス†二一:り

ス ヒl- カ ポ ソ ク ス

二て
- ソ 形 ス ピ ー

カ
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ST-10-1

ST-15--1

ST-25-1

PYS-1A

SB-5MB

公称宮子ぎ■l:

10W

15W

25W

5W

5W

3W

偵 川 城 ノ斬

屁l勺,屋外一般

匿 王ノ1 蟹 掛

ダ ク ト 規 込
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第9J二三1ト与ミ】ノ､Jノーラス じ -一 ノノ ウ‡乍`.指

H 立

筆意

第10[受†良三外形 ス ピ ー

カ 寸琵′｢㌻箱

冶6ゴミ スヒーニ,ノ紫こ㌻箱の槌頸

形 Jし 名

PAM-1A

PAM･1B

t}AM--2A

l)A.M--2fう

位 川 場 所

.
け
r
.
け
r

々ノ

ク

尿
昆
岸
岸

人 力 磁 力(W)

2.5～15

0.5′- 7.5

2.5～15

0.5～7.5

弓整合川機1そ詩で整合用トランス,人ノ+領主プJ切換スイッチ,端子板など

を防水,防.堕川掛こ収恕したものて外観構造を第9囲および弟10

図にホす｡

3.る.1種 類

大別すると軌ノ､川]と良さ外(町外)川に分放さJt,さらに人力電

力の叫変範囲により第d表のように4穐掛こ分けられる｡

3.る.2 諸 規 格

(1)糊 池 数 稲 川 0.3＼7kc

(2)1次川インピーダンスふよび綾川レ/くル

弟7表による

(3) 2淡側インピーーダンス 8土1おr亡び16fl

(4)損 ク三 1dB以下

i沖 冶 打146巻 謀ぎ4 り･

第11図 PAUl 操 作 卓

萌7ノく三 ノ､l二‥-ウ整r㌻純〝‾トーンヒープンスとレー=しの開陳

1次側†ソト ケン′ス
/‾k臼)11 1.512 1 3

他 用

(W)l15jlOl7･5r
5

6

2.5

15 30

110.5

3.7 PAD-1操作卓

舞11図に示すようFこ金成製机と併fT分離装rEたを組ム合わせたも

ので,各系統の仰r子分緋および---▲舶ハンドセット･ステーションの

‾‥榊こ男綿巨をイJ▲しノている〔拙作はすべて抑ボタン式で取F)扱いは班別で

ある〔その様能bLL(J判1艮は卜.言亡のとこおりでぁる｡

(1)殺人4糸｢tの併r㌻分離か卜]暗またほ別々に可能である｡

(2)併仁子分離あるいは他系統での綾川巾をランプ表ホする｡

(3)呼川村力監視用のランプを僻えている｡

(4)スピーカを内蔵しているので別にスピーカを設置しなくて

も呼出の受信が可能であるっ

(5)スピーカ心よび受話の音量調整機能を有している｡

3.8 予備電源装置

蓄電池を電掛こ利川する力式で血流電動交流発電機(M-G)と自

動操作卓掛こよって構成されており,所J勺AC電源が停電の場合ほ自

動切換装亡f寛が動作しM-Gを起動させると同時に負荷を切り換え,

停電が復け-ルた場合は逆の動作でもとの状態に役仙し装筐の連続運

転を確保している｡

仕様の概要ほ次のとおりである｡

電 源 入 プJ

Lし与力 ノ【E斤三

出力′右正坐動

安 定 度

む 畳

DCllOV±15%約65A

AC220V50c/slゥち

±5%以内(負荷率0～100%)

切換完了後10秒以内

5kVA

4.緒 ロ

リ､_卜火力発電所rr-j指令通信装置の概要について述べたが,この種

装置にほ今回発表したHISEC▼2602形のようにいわゆる機器集中設

荘方式のほかに機器分散方式あるいは選択ページングカ式などがあ

り,それぞれ使月j場所および使用条件により使いわけさ才tる｡それ

らについても逐次発表してゆく所存である｡

終わりにのぞんで種々有益なご助言をいただいた顧客のかたがた

並びに本装掟の)三成に際しご指導,ご協力をいただいた口立製作所

の関係各位に対し厚く感謝の志を炎する｡

h70-




